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彙　　　報

第59 回日本言語学会大会

大阪外国語大学において，昭和43年10月19日公開講演，20日研究

発表を開催。

1.　公開講演

言語記述のモデル　　　　　　　　　林　　 栄　 一

日本語助詞の分類と語尾変化　　　　岩　倉　具　実

2.　　研究発表（111 頁以降参照）

昭和43 年度第４回委員会

日時: 昭和43 年 ９月13 日

場所: 学士会館本郷分館

出席者:O 　内は委任状受託数

浅井恵倫，北村甫，高津春繁（13），小林智賀平，小林英夫

白紙委任 ５名，委員総数34 名

議決事項こ

第59 回大会の公開講演者，研究発表者を決定した。

昭和43 年度第５回委員会

日時: 昭和43 年10 月19 日

場所; 大阪外国語大学

出席者: （　）内は委任状受託数

泉井久之助（1），亀井孝，高津春繁（8），五島忠久，小林英夫，

佐藤孝，柴田武（1），関本至，西田龍雄，野上素一，服部四郎，

松平干秋，村山七郎，吉町義雄

白紙委任２名，委員総数34 名

議決事項:

1） 大会運営について決定した。

2） 第60 回大会は，法政大学で行うことに決定した。

3） 第61 回大会の開催候補地として北海道大学を考えることにした。

4） 科学研究費刊行補助金は昭和43 年度は10 万円となった旨の報告が
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あった。

5）　第 ８ 回国際人類学民族学者会議について柴田委員より報告があった。

昭和43 年度第 ６ 回委員会

日時: 昭和43 年12 月27 日

場所: 学士会館本郷鵁

出席者: （　）内は委任状受託数

亀井孝，高津春繁（11），河野六郎，小林智賀平，小林英夫，佐藤孝，

服部四郎（5）

白紙委任 ３名，委員総数34 名。

議決事項:

1） 第60 回大会（於法政大学）の日時 を ６ 月 フ 日・８ 日に決定した。

2） 文部省科蔘 研究費審査委員候補者を第一段・二段と１亀井孝委員を学

衙会議に対し推薦することに決定した。

3） 昭和44 ・ 45 年度委員候補者の推薦方法につい て審疽した。委員は60

歳を定年とするとい う案も出されたが，第 ７回委員会におい て決定

することにした。

4） 吉町委員 の提議に基づいて副会長の問題につき審議したが，当面副会

長は推薦しないことに決定した。

5） 大会の公開講演者に対する謝礼を3000 円 とするこ£に決めた。

6） 投稿規定の書評・紹介についての部分を「12 枚以内」から「30 枚以

内亅 に改正することに決定した。

｡昭和43 年度第 ７ 回委員会

日時: 昭和44 年 １ 月18 日

場所= 学士会館本郷分館

出席者: （　）内は委任状受託数

亀井孝，高津春繁（12），小林智賀平， 佐藤孝，柴田武（3），

服部四郎（2），前田護郎

白紙委任 １ 名，委員総数34 名

議決事項:

1） 委員候補決定について

（1） 定年制は見送る。
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（2） 委員全体の30 名不完全連記記名投票を行い，上位得票者30

名（最下位同点者が何名かある場合は全員を含み，従って30

名をこすこともおこりうる）を委員会推薦の候補者とする。

（3） なるたけ地域的に偏らな いこと，新しい方々を含むようにす

ることに留意して投票する。

（4） 第 ８ 回委員会で開票し候補者名簿を決定する。

2） 秋の大会 の候補地を愛知学院大学に変更した。

昭和43 年度第 ８ 回委員会

日時: 昭和44 年 ２ 月15 日

場所: 学士会館本郷分館

出席者: （　）内は委任状受託数

高津春繁（12），小林智賀平，小林英夫，佐藤孝，柴田武（2），

鈴木孝夫，服部四郎（2），吉町義雄

白紙委任 ２ 名，委員総数34 名

議決事項:

1） 第60 回大会（6 月）の公開講演 を芳賀荻 亀井孝の両氏にお願いす

る。,

2） 第61 回大会（秋） は愛知学院大学にて開催する。

3） 昭和44 ，45 年度委員選挙に対 する候補者を現委員の記名投票開票の

結果次のよ引こ決定した。

浅井恵倫，池上二良，泉井久之助，井筒俊彦，岩井隆盛，風間喜代三，

亀井孝，川本茂雄，北村甫，木村彰一，金田一春彦，江実，高津春繁，

河野六郎，五島忠久，小林英夫，佐藤孝，柴田武，鈴木孝夫，関本至，

徳永康元，西田龍雄，野上素一，野村正良，長谷川松治，服部健，

服部四郎，前田護郎，松平千秋，三根谷徹，村山七郎　以上31名

4） 学術会議からの選挙管理会委員推薦依頼（1 名）に関し，三根谷徹氏

を推薦することにした。

5） 九学会連合の次期テーマとして沖縄関係の地域研究を提案する方向を

確認した。
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